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序

本報告書は、1987年度に実施した総合スポーツ・レクリエーション施設「丘の公園」の

ゴルフ場造成事業に伴う事前の発掘調査の結果をまとめたものであります。対象は、山梨

県北巨摩郡高根町清里に所在する丘の公園第２遺跡の発掘調査と丘の公園第５遺跡の範囲

確認調査であります。

両遺跡が含まれます丘の公園遺跡群は、山梨県埋蔵文化財センターが1983年度より丘の

公園地内で継続して進めてきました分布調査や範囲確認調査でその所在が確認されたもの

であります。丘の公園第２遺跡は、約2000㎡の広がりを持つ、主に先土器時代の遺跡で、

今回の調査はそのうちの800㎡を対象としております。出土した遺物・遺構はナイフ形石

器や彫器、掻器をはじめとする900点にも及ぶ石器群と、牒群が30基、配石が８基にのぼ

ります。その特徴や広域火山灰姶良T､火山灰の上位から出土した状況から、その年代をい

まから一万数千年前といわれるいわゆる砂川期に位置付け、また、当時の集落構造や社会

の問題も提起されております。当地域の先土器時代遺跡を研究するに欠くことのできない

貴重な資料を得たと信じます。なお、本遺跡のおおむね半分は、現状のまま保存されるこ

ととなりました。県企業局の英断を多とする次第です。

丘の公園地内遺跡範囲確認調査は、今回が第２次であります。丘の公園第５遺跡を対象

と致しましたが、25000㎡におよぶ縄文時代早期から中世に至る複合遺跡であることが確

認されました。特に、縄文時代早期と中世の所産と思われる陥し穴が多数発見され、両時

代の狩猟技術を研究するに必要な貴重な資料が得られました。

なお、丘の公園第２遺跡の調査ならびに整理作業に当たり、平安博物館（現、京都文化

博物館）、㈱古代学協会、コンピューター・システム㈱のご好意で光波測距儀とコンピュー

ターを用いた遺跡調査トータル・システムを借用致しました。昨今、遺跡の実測作業はよ

り高い精度が要求されております。このシステムにより本調査の進展に大きな力を得たと

確信いたします。また、帝京大学山梨文化財研究所には地質および地形調査をお願い致し

ました。上記機関各位に深甚なる謝意を表します。

末筆ながら、ご協力いただいた関係機関各位、並びに直接調査、整理に当たられた皆様

方に厚く御礼申し上げます。

１９８９年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



例 ロ

１．本書は、山梨県北巨摩郡高根町清里に所在する丘の公園第２遺跡の発掘調査と、

丘の公園第５遺跡の範囲確認調査を対象とした報告書である。

２．本調査は、総合スポーツレクリエーション施設「丘の公園」のゴルフ場造成に伴

うもので、山梨県企業局の委託を受け、山梨県教育委員会が実施した。

３．調査および出土品の整理作業は、山梨県埋蔵文化財センターが行った。

４．本書の執筆は、第Ｉ編を保坂康夫（山梨県埋蔵文化財センター主任文化財主事）、

第Ⅱ編を高野玄明（山梨県埋蔵文化財センター文化財主事）、第Ⅲ編を河西学（帝

京大学山梨文化財研究所）が行った。編集作業は保坂が担当した。

５．整理作業参加者は、下記のとおりである。

遺物写真塚原明生（日本写真家協会会員）、一部を保坂が行った。

石器実測伊藤恒彦、島立桂、竹広文明、藤野次史、保坂典子、保坂康夫、松浦

五輪美、松谷幹子

なお、トレースは保坂（康）が行い一部を伊藤が行った。また、接合資料は、シ

ン航空写真株式会社に委託し、スリット写真を用いた実測を行った。その図化は島

立、松谷、保坂（康）が行い、トレースは保坂（康）が行った。

他の整理作業宇野富貴子、高野玄明、深沢栄子、宮沢直子、望月和歌子

６．丘の公園第２遺跡の発掘調査では、遺物・遺構の実測および図化作業を、光波測

距儀とコンピューターを用いて行ったが、これは、平安博物館（現在の京都文化博

物館）と側古代学協会がコンピューター・システム㈱と共同開発した遺跡調査トー

タルシステム「サイト」を借用した。

また、地質および地形調査を帝京大学文化財研究所に依頼した。第Ⅲ編は同所河

西学氏よりの報告である。

7．発掘調査から報告書作成に至る過程で、次の方々から御助言、御協力をいただい

た。衷心より謝意を表する次第である。

（敬称略）

相原和仁、雨宮正樹、石川吉郎、小沢安照、金山喜昭、島田恵子、白石造之、白倉

民雄、鈴木忠司、谷口彰男、堤隆、辻本崇夫、利根川欣一、中嶋靖、西井晃、早川

建夫、南博司、山下秀樹
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第Ⅲ編丘の公園第２遺跡の発掘調査

第１章発掘調査の経過

第１節発掘調査に至る経過

北巨摩郡高根町の清里は、八ヶ岳南東麓の高原と牧場が脚光を集め、全国有数の観光地とし

て知られている。この地域には、広大な県有林があり、その有効利用が課題となった。そこで、

山梨県林務部では、200haの森林を別荘分譲地「清里の森」として開発、山梨県企業局では、l

30haの森林を、ゴルフ場、テニスコート、グラウンドなどの総合スポーツレクリエーション施

設「丘の公園」として開発することとなった。

この地域は、昭和８年の小海線開通、昭和１３年小河内ダムに水没した丹波山・小菅村からの

入植とポール・ラッシュの清泉寮の開設、戦後の開拓者の入植と、昭和に入ってから本格的に

開墾された土地である。しかし、大規模な開発事業は今回が初めてであり、また、開発が進み、

埋蔵文化財の確認が急務となった。

山梨県教育委員会では、「丘の公園」と「清里の森」の造成工事が昭和59年度から開始され

るのに先立ち、昭和58年度から文化庁の補助を得て、この地域の遺跡分布調査を行った』')｢丘

の公園」地域では昭和58年．５９年度の二次にわたって合計514カ所の試掘坑を調査し、先土器

時代から縄文時代の遺跡13カ所を確認した。また、「清里の森」地域では昭和５８．５９．６０年度

の三次にわたって合計316カ所の試掘坑を調査し、縄文時代と中世の遺跡４カ所を確認した。

その後、実際の開発計画との調査を行うため、これらの遺跡の範囲確認調査を行った。「丘の

公園」地域では、昭和59年度に丘の公園14番ホール遺跡(2)(試掘坑28ケ所）、昭和61年度に丘

の公園第１～４遺跡(3)(試掘坑571カ所）、昭和62年度に今回報告する丘の公園第５遺跡（試掘

坑979カ所）の調査を行った。「清里の森」地域では、昭和61年度に清里の森第１遺跡(4)(試掘坑

132ケ所）の調査を行った。その結果、多くは設計変更により、開発をまぬがれたが、丘の公

園第２遺跡の一部がゴルフコースにかかることとなった。そこで、その部分について本調査を

行うこととなった。調査地域は、遺跡の東部約800㎡ほどで、2000㎡におよぶ遺跡の半分ほど

である。遺跡の西半部については、若干の低木を除去するものの立木をそのまま残して、現状

保存することとなった。

第２節発掘調査の組織

調査主体

調査機関

調査担当者

調査作業員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

末木健、中山誠二、保坂康夫

高野俊彦、長田とし子、堀川ふじ、小清水盛、小林きゃう、津金トメコ、小清水

－１－
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第３節発掘調査の経過と方法

丘の公園第５遺跡の範囲確認調査の終了後、ただちに丘の公園第２遺跡の発掘調査に着手し

た。調査は昭和62年９月２日に開始し、昭和62年12月９日に終了した。着手に先立ち、調査地

域の森林伐採を８月21日から５日間をかけて行った。また、杭打ち作業を８月27日に行った。

発掘調査では、企業局が設定した100ｍ方眼の座標杭を基準にして、５ｍのグリッドを設定

した。グリットは、南北方向に北から１，２，３とアラビア数字を付し、東西に西からＡ,Ｂ,Ｃ

とアルファベットの大文字を付した。なお、喋群や石器ブロックの図中に示したＸ,Ｙ座標の

基点は、Ａ１グリットの北西隅の杭であり、これを（Ｘ,Ｙ＝０，０）とした。Ｘ軸は東西方向、

Ｙ軸は南北方向である。したがって、ＸもＹも、南や東の方向へ行くに従いその数値を増す。

現地では、立木は伐採し持ち出したものの、伐根については地下への影響が避けられないの
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調査は、遺物が主に包含されるソフトローム層を完掘し、ハードローム層上部を若干掘り込

む深さまで行った。また、それより下位については、５ｍ間隔で1.5×１ｍ、深さ約１ｍの深掘

り坑を17カ所設定（第２図）し、遺物の有無を確認したが、遺物は確認できなかった。最終的

な調査面積は800㎡である。

土層については、調査区南西隅に深さ地表面から５ｍの土層調査坑１基と、深さ調査終了面

から１ｍの調査坑２基とを設定した。サンプリングは、深さ５ｍの調査坑で行い、ＡＴの洗い

出しや重鉱物分析を行った。さらに、発掘区西壁を長さ約40ｍにわたって、土層断面図を作成

した。また、各グリッドの境界坑を残した土柱の断面図を全ての士柱について作成した。その

数は、２７本である。いずれも東面を断面図にした。

註

(1)山梨県教育委員会１９８６『山梨県北巨摩郡高根町八ヶ岳東南麓遺跡分布調査報告書』

(2)山梨県教育委員会・山梨県企業局１９８５『山梨県北巨摩郡高根町丘の公園14番ホール遺

跡範囲確認調査報告書』

(3)山梨県教育委員会・山梨県企業局１９８７『丘の公園地内遺跡範囲確認調査（第１次）報告

書（丘の公園第１．２．３．４遺跡）』

(4)山梨県教育委員会１９８７『清里の森第１遺跡範囲確認調査報告書』

第２章遺跡の立地と環境

第１節遺跡の概要

丘の公園第２遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町清里の丘の公園地内にある。丘の公園は、山梨

県企業局が昭和59年度より造成に入った、総合スポーツレクリエーション施設で、主にゴルフ

場である。この地域は、八ヶ岳の南東麓にあたる通称念場原の台地上にあり、その西端部、川

俣川の約１００ｍもの断崖に接して立地する。ＪＲ小海線から南へ約２km、幅約１kmで、面積l31

haの広大な土地である。

本来この地域は、県有林で、いわゆる恩賜林である。近世には御領林であった。したがって、

字切図の中にも字名のない空白の地となっていた。遺跡名として、このような名称を付すこと

となった所以である。

本遺跡は、昭和59年度の分布調査の折に発見され、昭和61年度に範囲確認調査を行った。そ

の結果、南北約30ｍ、東西約70ｍ、面積2000㎡ほどの遺跡であることが推定された。その折は、

ナイフ形石器と、縄文時代の陥し穴が確認された。

本遺跡の標高は、1210ｍ前後である。

第２節周辺の遺跡

本遺跡の立地する念場原は、大半が森林や牧草地であるため、遺跡の把握が困難である。そ

れでも、地元の研究者である谷口彰男氏によって、縄文時代から中世にかけての遺跡がいくつ

－４－



か発見されていた。また、昭和61年度には、高根町教育委員会によって詳細分布調査が行われ

たり)これらの成果に従って､遺跡の分布状況をみてみよう。

まず、先土器時代の遺跡は､今のところ丘の公園遺跡群に限定される。ナイフ形石器が丘の

公園第１．２遺跡で、槍先形尖頭器が丘の公園第１遺跡や丘の公園14番ホール遺跡で確認され

ている。縄文時代の遺跡は、広く分布し、早期の押型文土器から前・中・後期の土器がみられ

る。弥生時代では、後期の土器が丘の公園第５遺跡で今回の調査で確認された。古墳時代では、

前期のＳ字状口縁台付謹が朝日ケ丘Ｂ遺跡で表採されている。奈良時代の土器は確認されてい

ない。平安時代では、数遺跡が確認されている。中世では、内耳土器などが５遺跡で確認され

ている。このうち、念場原Ｈ遺跡では13世紀末から14世紀初頭の蓮弁のある青磁片が表採それ

ている。これに加え、清里の森第３遺跡で五輪塔水輪が出土したとされ、また、仁王屋敷遺跡

でも五輪塔群が確認されている。

第３図遺跡の位置と周辺の遺跡（堵0000）

５

１．丘の公園第１遺跡

２．丘の公園第２遺跡

３．丘の公園第３遺跡

４．丘の公園第４遺跡

５．丘の公園第５遺跡

６．丘の公園第６遺跡

７．丘の公園14番ホール遺跡

８．朝日ケ丘遺跡Ｂ

９．朝日ケ丘遺跡Ａ

10．念場原Ｃ遺跡

11．念場原Ｄ遺跡

12．仁王屋敷遺跡

13．念場原Ｇ遺跡

１４．念場原Ｈ遺跡

１５．念場原Ｉ遺跡

１６．長原Ｂ遺跡

17．篠鉢遺跡

18．上深沢遺跡

１９．念場原Ｅ遺跡

20．長原Ａ遺跡

21．念場原Ｆ遺跡

22．念場原Ｂ遺跡

23．念場原Ａ遺跡

24．清里の森第１遺跡

25．清里の森第２遺跡

26．清里の森第３遺跡

27．清里の森第４遺跡

二重丸が今回報告する遺跡



第３節遺跡周辺の地形と立地

丘の公園地域内の地形をみると、細長く南北に伸びる平坦面と、河川の発達する低い平坦面

とによって構成されている。昭和58年度からの分布調査の所見によれば、高い平坦面はローム

層がよく発達しており、ローム層の台地と言ってよいであろう。低地面には巨喋が露出してい

ることが多く、ローム層の発達もみられない。ローム層の台地が河川の浸食によって、その発

達がはばまれ、河川は古い繰層まで浸食したり、新しい喋層を推積させたりして､谷底平地を

形成したものと思われる。

第４図丘の公園地内の地形と遺跡の立地

－６－

なお、ローム層の高平坦地

は、丘の公園地域の西半部で

よく発達している。東半部で

は、やせ尾根状になったり、

寸断されており、平坦面もあ

まりよく発達していない。ま

た、東端部のローム層の高平

坦地は、川俣川の断崖によっ

て、その北部を切断されてい

る。同様に、その両側の谷底

平地も切断されており、その

切断の時期に興味がもたれた。

これについては、第Ⅲ編に詳

述されている。

高平坦地の平坦面は、ある

一定の傾斜をもっていること

が普通であるが、特にその北

部で、変化がみられる。ＪＲ

小海線付近では、等高線がほ

とんど入らないほど水平な平

坦地がみられ、その南側では

急な傾斜面がみられる。この

テラス状の地形は、もう一面、

この面より南傾にみられる。

両者は、西側に浅い谷状の地

形を持つ点など類似点が多く、

同様な形成要因を持つものと

思われる。この地形は、第Ⅲ



、Ｉ

の他の河川は、あまり

深く地形を削ってはい

ない。それでも、比較

数ｍの細長い高平坦地

と谷底平地が多数発達

している。ただし、こ

うした地形は、念場原

の南半部、ＪＲ小海線

より南側の地域でよく

見られ、北半部ではあ

まり見られない。北半

部では、ほとんど起伏

のない平坦地が広くみ

られるが、こうした地

域には巨喋が多数露出

している。

遺跡は、南半部の起

伏の多い地域に集中す

る。ただし、北半部は

大半が森林であるため、

遺跡が把握されていな

いのかもしれないが、

国道141号線の道路改

良の時の試掘調査（昭

、

！
●遺跡

◎先土器時代遺跡

◆中世遺跡

I工皿深い沢

霊蕊ローム層高地

ｚ●

一河 川
ＪＲ清里駅

●

編で詳述するように、地すべり地形である可能性が高い。ところで、巨大な先土器時代遺跡

である丘の公園第１．２遺跡は、このテラス状地形の平坦面に形成されている。おそらく、先

土器時代の遺跡立地にかなりの好条件を持った土地であったものと思われる。

丘の公園第２遺跡の周辺の地形をみると（第４図）、東側に谷底平地に急激に落ち込む、比

高８ｍほどの急崖が発達している。北面には、丘の公園第１遺跡から下ってきた急斜面が壁の

ようにはだかっている。西側では、南西方向に下る浅い谷状の地形がみられ、比較的ゆるやか

に、西側の谷底平地に連続している。その南側には、小高い小山がみられるが、丘の公園第１

遺跡が乗る面のように、東側へ細長く小高い尾根状の地形が発達することはない。ただし、非

常に微細ではあるが、南辺部が高まりを見せているようである。

ひるがえって、念場原全体の地形と遺跡立地の関係をみてみよう（第５図）。念場原は西辺

を川俣川、東から南辺を大門川によって解折された日高100ｍにおよぶ大崖線によって周囲の

地形から画されている。念場原には、中ツ沢川と小深川の２本の中河川が発達しているが、そ

第５図念場原の地形概念図（原図は河西学氏作成）
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和58年度）や、清里の森地域の遺跡分布調査の状況を見ると、あまり遺跡がないように思われ

る。また、ローム層の発達もあまりないように思われる。

先土器時代の遺跡は、南半部の西北端部に集中しているように見える。これを見るかぎり、

川俣川と、高平坦地の特に平坦な面と、念場原の南半部と北半部の接点という地形上の３つの

条件が、遺跡立地に働いているように見える。ただし、先土器時代遺跡は、地表下１ｍ近い深

さに埋没しているため、森林や地形を生かした牧草地が多い本地域では、ほとんど把握できて

いない可能性がある。また、北東方約３kmほどで、先土器時代の大遺跡群のある野辺山原に至

る。こうした地理条件からも、さらに多くの遺跡の発見が期待される。

他の時代の遺跡では、縄文時代の遺跡が念場原全体にみられる。特に、その北半部にも陥し

穴や住居を形成するなど、活発な活動がみられる。しかし、八ケ岳南麓にみられるような巨大

集落とおぼしき遺跡は、今のところ知られていない。

分布調査では、平安時代や中世の遺跡が、念場原南半部のさらに南部に多く見られた。これ

らの立地の条件の一つとして、水利の関係があるものと思われる。念場原は、現在水の便が非

常に悪い土地である。その中で、南部は台地上の水を集めて、河川に水が比較的豊富である。

おそらく、こうした条件を生かして、耕作等が成されたのであろう。

註

(1)高根町教育委員会１９８７『山梨県高根町町内遺跡分布調査報告書』

第３章層序と遺構・遺物の検出状況

第 １ 節 層 序

Ｃ８グリンドに設定した５ｍの深堀りの層序をまずみてみよう（第６図）。Ｉ層腐植層から

XVI層のＰｍ－Ⅳまでを区別した。

Ｉ層は、腐食や植物の根が多量にみられる表土層である。厚さ10cm程度である。Ⅱ層は、漆

黒色土層で下層のⅢ層より軟質である。厚さは、２０～30cm程度である。Ⅲ層は、黒褐色土層で、

上層との境界が波状をなす。厚さは、１０～20cmである。Ⅱ．Ⅲ層は、ローム層の上位にある黒

色土層で、丘の公園地域、さらに念場原地域に一般的に見られるようである。なお、Ⅲ層は、

谷部で数十cmの厚さに発達することがあり、またその上部に、黄褐色の土層が帯状に入ること

がある。Ⅲ層には、縄文中期以前の土器が含まれており。昭和63年度に実施した、丘の公園第

５遺跡の調査では、Ⅲ層下底面より縄文時代草創期の石槍が１点出土した。また、縄文時代の

陥し穴は、Ⅲ層中から掘り込んでいるものと思われる。

Ⅳ層は、暗褐色粘質土層で、黒色士層とソフトローム層との漸移層である。色合いなどが不

均質で、上下との境界があまり明瞭でなく、厚さも一定ではない。１０cmたらずの所もあれば、

60ｃｍもの厚さの所もある。丘の公園14番ホール遺跡では、このⅣ層を中心に槍先形尖頭器主体

の石器群の分布がみられた。

Ｖ層は、ソフトローム層である。明褐色で、下層より軟質で粘性に富む。おおむね30～40ｃｍ

－８－
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ク状になってやがて消滅する。Ⅵ．Ⅶ層は第Ⅲ編では砂質二次推積層と表記。

Ⅷ層は、暗褐色ローム層で、上層にみられる白色粒子は含まない。非常に硬く、茶色に近い

色を呈す。非常に薄く、厚さ数cmである。Ⅶ層同様、深掘り南端より北へ約８ｍ付近で消滅し

ている。

Ⅸ層は白色ローム層である。硬質で薄く、厚さ数cm程度である。その下位のＸ層は、Ⅲ層と

の間の漸移層である。その下位のｘ層は、Ⅲ層との間の漸移層である。下部は波状をなし、Ⅲ

層上部にブロック状になって入り込んでいる。このⅢ層上面付近に、ＡＴのピークがくるもの

とみられる（第Ⅲ編に詳述）。

Ⅲ層は褐色ローム層で、この層以下が一般的に見られるハードローム層である。深掘り地点

から北方約８ｍ付近以北では、この層以下がソフトローム層の下位にみられる。Ⅲ層は、厚さ

約１ｍと非常に厚い。皿層は、褐色岩片ローム層である。Ⅲ層が、多量に岩片を含む土層であ

る。

Ｘｍ層は、暗褐色ローム層で、スコリア状の小さな青色粒子を多量に含む、火山灰層と思われ

る。その下位のXIV層は、暗褐色岩片ローム層で、Ⅲ層が多量の岩片を含んだものである。

ｘｖ層は、褐色ローム層である。水分が多く、粘性が非常に強い。上層のｘｍＭｖ層よりかなり

軟質である。

XVI層は、赤色スコリア層のブロックである。いわゆるＰｍ－Ⅳと思われる。

これらの土層のうち、ⅥからＸ層については、調査地域の北半部ではみられなかった。また、

その北半部では、ソフトローム層中に入る岩片の量が、南半部にくらべて非常に多かった。お

そらく、Ⅲ層がソフト化され、Ⅲ層中の岩片がソフトローム層中に多量に入ったものと思われ

る。したがって、ソフトローム層直下は、何らかの要因で土層が削られているものと思われる。

この点についても、第Ⅲ編に詳しい。

第２節遺構・遺物の分布

１．遺構・遺物の内容と平面分布

丘の公園第２遺跡の遺物は、先土器時代の石器や剥片類が915点、操が609点である。また、

遺構としては、篠群が30基、配石が８基ある。

縄文時代の遺物はみられなかった。遺構は、陥し穴が３基である。

先土器時代遺物の平面分布は、第７図でみるように、発掘区のほぼ全体に広がっている。た

だし、発掘区の東部や南部では、ほぼ１グリッド分ずつの遺物のあまり分布しない空間がみら

れる｡また、北部では、操の集中的な分布が発掘区の境より１グリッド分南側にある。こうし

た点から、遺跡の広がりを捉えているものと理解しうる。また、範囲確認調査でも、この発掘

区の外側からは、遺物が検出されていない。なお、遺物の分布は西側へ連続し、遺跡は西側に

大きく広がっている。特に南部のＢ５、Ｃ５、Ｃ８グリッドの遺物分布は、西側に連続してお

り、石器ブロックや喋群が完掘されていない可能性がある。

縄文時代の遺構の分布をみると、Ｂ２、Ｄ３、Ｃ７グリッドしあり、非常にまばらな分布で
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ある。なお、Ｄ３，Ｃ７グリッドの陥し穴は、下の先土器時代の遺物分布と重なっており、包

含層を掘り抜いているため、石器ブロックの設定などには注意を要する。

２．遺物の垂直分布

先土器時代遺物について、その垂直分布をみてみよう（第８図）。垂直分布をみるにあたり、

３方向に基線を設定して、ある幅内の遺物を一定方向に投影した。その範囲については、第７

図に示した。なお、Ａ－Ａ'の垂直分布図は平面方向と垂直方向の縮尺が同じであるが、Ｂ－

Ｂ'は、両者の縮尺が違う。平面方向が240分の１なのに対し、垂直方向はその４倍の60分の１

である。

Ａ－Ａ'の基線は、発掘区西部に設定したもので、幅11ｍである。この図を、発掘区西壁の

セクション図と重ねたのが８図上２段である。発掘時の所見では、先土器時代遺物は、黒色土

層中から出土しはじめ、下位に行くほどその出土量を増している。そして、ソフトローム層の

中位付近で出土量が極大となる。８図をみると、南半部の垂直分布は、ソフトローム層上部か

ら中部にかけて、遺物の分布が極大となり、安定した垂直分布を示す篠の分布もその付近で一

つの面を構成しているのがわかる。

一方、北半部では、ソフトローム層下部からハードローム層上部にかけての位置に遺物出土

量の極大や藤分布の面があるように見える。南半と北半とでは、出土層位が違うように見える

が、両者の間にも遺物の分布がみられ、その状況を見ると、両者は連続的に一つの面を構成す

るように見える。

これは次の理由により、同一平面上に分布するものと思われる。まず、同一の場所で上下に

重複して、操や石器の２面以上の面がみられないことがあげられる。いずれの場合も篠が安定

した面を構成し、石器はその付近で出土量の極大を示し、その面より上方に分散して分布する。

そうした面は、どのグリッドにおいても１面である。さらに、その面は、遺物の分布上、連結

的である。その面は決して平坦なものではなく、多少起伏があるようであるが、それは後述す

るように、遺跡の立地する面に起伏のある微地形があることからと思われる｡

ところで、ソフトローム層中で上位にあったり下位に見えたりするのはどのような理由から

であろうか。それは、北半部の遺物は、やや東よりにあり、東側へやや地形が傾斜しているた

め、より深い位置に見えることが考えられる。南半部の遺物は、断面図を取った壁面に接して

おり、よりその出土層位を正確に示しているものと思われる。

Ｂ－Ｂ，の基線は、発掘区の中央を北西から南東方向に縦断したもので、幅15ｍで設定した。

各グリッドの境界坑の土柱の土層断面図を作成したが、そのうち、この基線に近いものや、設

定した幅の範囲内に入るものを中心に選び出し、遺物断面図に重ねたのが７－２図である。

遺物の分布は、Ａ一Ａ'同様、ソフトローム層中部から上部にかけて極大を示し、篠の分布

もこの付近で面を構成している。この面は、南方に向かって傾斜しているが、一様な勾配を持

つものではない。北端部でやや南へ傾斜した後、中央部ではかなり平坦となり、その後、比較

的急な傾斜で南下する。一方、南端部では、石器の分布しかみられないが、再び高まりをみせ

ている。ちなみに、ソフトローム層上面のラインを設定してみると、この遺物分布と同様な起

一13-



伏を見せており、後述する本来の微地形を示すものと思われる。

Ｃ－Ｃ'の基線は、発掘区の南部を東西に横切るもので、幅７ｍである。西端部ではやや平

坦であるが、すぐに一定勾配で東側に傾斜している。遺物も、ソフトローム層上面のあり方も

Ｂ－Ｂ，の基線と同様に整合的である。

以上の三本の投影図は、それぞれの両端が重なるように設定したので、発掘区全体の遺物が

一平面を構成していることが理解できる。

３．発掘区内の微地形

このように、遺物の垂直分布状況や、ソフトローム層上面の状況から、遺跡形成時にやや起

伏を持った土地であることが理解できる。

まず、大まかには、南東方向へゆるやかに傾斜している。藤の平面でみると、傾斜の北端と

南端では40～50cmの差がみられる。発掘区で最も低いところはＧ７グリッド付近である。

一方、Ｃ５，Ｃ６，Ｂ５，Ｂ６グリッド付近は、周辺より高くなっている。発掘区西壁の土

層断面図からもその状況は判断できる。周辺のグリッドの篠分布や、ソフトローム層、ハード

ローム層の上面の状況からみて、１０～20cmほど高いと思われる。

さらに、Ｆ８グリッド付近が高い｡西壁土層断面図やグリッド境の坑柱の士層断面図の状況

からして、Ｅ８，，８グリッドは、より南側が高くなっているようである。やはり、比高10～

20cm程度と思われる。遺跡周辺の地形の項で示したとおり、発掘区南側には地形の変換部があ

り、東西方向に微妙な高まりをみせる。これが、おそらく、遺跡が形成される以前からあるこ

とを示すものと思われる。

Ｃ５グリッドを中心とした高まりと、Ｆ８グリッドから東西に連る高まりにはさまれた、Ｅ

７，，７，Ｃ７グリッド付近は、浅い溝状にくぼんでいることになる。この部分は、遺物分布

が非常に濃い部分でもある。また、高まりの周辺部では、遺物がほとんど分布しない空間がみ

られる。遺物の分布がこうした遺跡内の微地形に影響されている可能性があるので、遺跡空間

の分析の折には注意しなければならない。

第４章先土時代の遺構

第１節操群

１．喋群の区分

喋群とは、「主に挙大（5009前後）以下の焼け操によって構成される操のまとまり｣(1)である。

ここでは、５個以上の藤で構成されるものとし、平面図上でまとまり具合を見て、３０基の喋群

を区分した。本遺跡の喋群は、非常に散漫な分布を示すうえに、まとまりを構成する喋数がか

なり少ない。なお、区分に際しては、100分の１の平面図を用い、１ル9以上の操と非焼け藤の

別を示した上で区分を行なった。

1４－



２．喋群本体の属性

ここでは、藤群構成操を等価に扱い、操群本体を見た場合の属性を示す。

平面分布状況５０cmの方格分布図（第10図）によると、おおむね次の３種類に分けることがで

きる◎５個以上の方格のみによって構成されるもの（密集型）。Ｒ６，Ｒ10がこれにあたる。

５個以上の方格を核として持ち、その周辺に４個以下の方格の分布をみるもの（集中型）。Ｒ

８，Ｒ11～13,Ｒ15,Ｒ20,Ｒ22,Ｒ23,Ｒ27,Ｒ29,R30の１１基。３～４個の方格を核として

持ち、その周辺に２個以下の方格の分布をみるもの（低密度集中型）。Ｒ１～３，Ｒ５，Ｒ９，

Ｒ14,Ｒ17～19,Ｒ21,Ｒ24～26の13基。１～２個の方格が分散して分布するもの（分散型）。

Ｒ４，Ｒ７，Ｒ16,R28の４基◎

垂直分布状況おおむね、一平面上に配列するような分布を示す。前章で示したように、地形

の細かな起伏があるので、その影響で分布に上下幅のみられるものもある（Ｒ５，Ｒ６，Ｒ２３

など）。また、地形条件以外の理由による、上下幅のみられるものもある◎この中には、一部

の操が上方向に浮き出た状況のもの（Ｒ２～４，Ｒ６，Ｒ20,Ｒ23）もあるが、構成篠が分散

して一平面上に配列するような状況を示さないものもある（Ｒ18,Ｒ24）。

磯数最も喋数の多い喋群は、Rllで40個。最も少ないのがR17で５個である。１０個未満の喋

群が最も多く、１０基ある。１０個以上、２０個未満が９基◎２０個以上、３０個未満が７基。３０個以上、

40個未満が３基。４０個が１基である。喋数の少ないものほど多い傾向がある。

平面分布別にみると、集中型が10個以上の喋数の多いものにかたよるのに対し、低密度集中

型は10個未満のものがほとんどである（第１表）◎

面積最も広面積なのが、R16で、5.4ｍ×3.5ｍで18.9㎡である。最も狭い面積なのが、Ｒ10で、

0.4ｍ×0.5ｍで0.2㎡である。１㎡未満の操群が最も多く１２基ある。１㎡台が５基、２㎡台が２

基、３㎡台が３基、４㎡台が３基みられる。さらに、５㎡台１基、６㎡台２基、９㎡台１基、

18㎡台１基である。

平面分布別にみてみると、密集型はいずれも１㎡未満。集中型は、さまざまな面積のものが

あるが、１㎡未満のものは１基しかみられない。低密度集中型は、逆にほとんどが１㎡未満で

ある。分散型は、さまざまなものがみられる。

３．喋群構成篠の属性

ここでは、操群構成篠個々の属性に着目し、喋群の特徴を把握したい。

焼け（第２表）本遺跡で出土した藤には、赤色を呈するものと、白色ないし灰色を呈するもの

とがみられる。石質は全て八ケ岩産の安山岩と思われ、同一石質にもかかわらず、喋表の状況

が異なるものがみられる。また、群集する操（操群構成篠）は、赤色を呈するもの429点に対

し、白色ないし灰色のものは68点（１４％）。群集する藤以外で、ｌル9未満のもの（喋群・配石

外の僕）は、赤色のもの67点に対し、白色ないし灰色のもの35点（34％）。１ル9以上の篠（配

石）は、赤色のもの４点に対し、白色ないし灰色のもの６点（60％）、以上のように、操の出

土状況や重量によって、その出現率の違いがみられる。

このように、赤色を呈する操と白色ないし灰色を呈する篠とは、同一遺跡内で混在し、隣接

－１５－
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